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演 習林 研究 経過 報告NO.12vaよ せ て

木 梨 謙 吉

九大演習林研 究経過報告 は昭和48年 度 で通 巻12冊 とな り、お よそ十年余 の才月 を経た こ

とにな る。 演習林 の研 究は長期 的 な ものが多いか ら、僅か なが らで も積み重 ねてい く努力が必

袈 で ある と思われ る。 この ことは大変貴 重な ことにちがいない。 しか し一方社会 とい う現実の

世界 はかな り早 い速度 で変 化 してい ることも事実で ある。 それは この研究経過報告 が発足 した

昭和 ろ8年 と現在 では社会 の森 林 に対す る要請 とい うか、見方 は相 当の差 がある ように思 われ

る。一 口に明快 な表現 はむすか しいが、た とえは 自然保護 とか森林壌境 の保全 とい う言葉 が、

大 気汚染 とか公害 とい う言 葉 とともに 日常の会話の中 に非常 に多 く用 い られ る ようにな った。

また経済 的 な面で資源 の供給 や流通 か10年 以 前 とは予想 もしないほ ど変化 して きた こ とも事

実 であ る。 外材 の輸入 は他 の物資 とともに飛 躍的 に増大 してい る。

この よ うな社会的 な変化 の中で、林学 もまた時 代 とともに進 歩 していかね はな らない。

た とえはニ ューヨーク ・ステ ー ト・ユニバ シテ ィーと して有名 な林 学 のシ ラキュース大学は

COLLEGEOFENVIRONMENTALSCIENCEANDFORESTRYと い う名称 にか

わ り、 その中のSCIIOOLは(BIOLOGY,CHEMISTRY.ECOLOGY)(ENVI-

RONMENTALANDRESOURCEENGINEERING)(EINVIRO]NMENTALAND

RESOURCE飼ANAGEMENT)(LANDSCAPEARCHITECTURE)と な っていて新 し

い時代へ の姿勢 が うか ゴえ る。 これ は単 に一 つの例 で あるか、林業 の必要性 を十分に認識 すれ

はす る程、森林環境の重要性 を銘記 しなけれ はな らない。学 問的 に も自然科 学の基礎情報 を与

えて くれ る森林の研究の重要性 をふ まえ、森林瑛境 の保護育成、林業経営、 林産物収穫 な ど種

々の研究活動 と実践の甲で、演習林の研究者はそれぞれ の分野 で相互 に十 分の協調 を持 って進

まねは な らない。 わた した ちは 与え られた演習林で の研究 態勢 を考 える とき、 すでに数年前 こ

の よ うな構成をみずか らみ なで考えていたの を思いお こす。

現在 九大林学科お よび演習林 には有能な研究者がそ りい、演習林現地 として もか な り広 い地

域 にまたが って、各種の林学に関す る酬究はそれ な りに可能 な実情 にある。

この ような態勢 の中で、演習林研究荘過報 告が次第 に各種の研究の積み重 ねに果 す伎割 は今

後 とも一 層重大 となるで あろ う。時 代の変 化に対応 しつ ＼た とえ僅か な研究で も、気長 く積 み

重 ねてゆ きたい と念ずる もので ある。
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